
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
総ごみ量と資源化量，資源化率の推移について

０４衛生費　０２清掃費　０２塵芥処理費

　（単位：ｔ）　
	年　　度
	平成26年度
	平成27年度
	平成28年度
	平成29年度
	平成30年度

	総ごみ量

(対前年比％)
	108,341

(-)
	106,731

(-1.5)
	104,912
(-1.7)
	103,491

(-1.4)
	102,545
(-0.9)

	資源化量

(対前年比％)
	11,118

(-)
	10,436

(-6.1)
	9,750
(-6.6)
	9,213

(-5.5)
	8,805
(-4.4)

	内訳
	集団資源物回収

集積所資源物回収(紙・布)

集積所資源物回収（びん・缶）

資源物回収（ＰＥＴボトル）

中間処理過程
	5,255

2,202

1,496

103

2,062
	6,646

2,114

1,503

201

2,752
	4,532

1,911

1,465

100

1,742
	4,121

1,750

1,461

87

1,794
	3,731
1,790
1,405
86
1,793

	資源化率（％）
	10.3
	9.8
	9.3
	8.9
	8.6


※１　小数点以下の端数処理を行っている。

※２　資源化量内訳のうち中間処理過程の資源化量は，小吹清掃工場における処理量（紙類抜き取り量，磁性物委託処分量，処理残渣資源物委託処分量，処理不適物委託処分量，不燃物再資源化施設でのびん・缶処理量，乾電池処分量），大洗、鉾田、水戸環境組合における選別資源物，笠間・水戸環境組合における選別資源物からなる。
※３　総ごみ量及び資源化量には，民間ルート分の資源物回収量は含まない。

